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まず、どの組織で発現しているかを調べる必要があると考えた。そこで DD 法により得られた 13









表 1. RT-PCR の結果 
 
表 2. In situ Hybridization の結果 
嗅上皮のみ 嗅上皮と他の少数の組織 様々な組織 
 
嗅細胞 支持細胞 未決定 
2 8 3 
 
4* 2* 8 
数字は遺伝子の数を示している。*両細胞に発現している遺伝子が一つ存在する。 
 
